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先きに著者は中津川1）2）の化学成分の季節変化についての検討から，主として中津川に於ては，

蒸発残澄，珪酸，カルシウム等地質に由来する成分は，対応した正の相関々係をもって変動し，此

等成分の変動を支配する大きな要素として河川の流量を強調し，そして此等の成分含量と河川の流

量とは逆の相関λ係を示す事を認めた．そして特に融雪による増水時期に比等の成分含量は著しく

少となる事を示した・叉鉄の含量は概して夏期特に降雨による増水時に増加する傾向を認め，叉過

マンガン酸カリ治費量は夏季並びに融雪期に大となる傾向にある事を示した・

以上中津川に於て見出だされた化学成分の季節変化の模様が，他のどの河川にっいても起り得る

ものであるかどうか，次に1つの河川について或る年に見損だされた化学成分の季節変化の模様が

毎年同様に繰返して起り得るものであるかどうか，斯様な事が当然検討されなければならない問題

であると思う．

著者は前者の問恵に対しては粂川並びに雫石川を対象に，後者の問題に対しては，現地での水位

観測に良い条件を持っ雫石川を対象に引続き測定を行った．

こゝに桑川の1952年4月より1953年4月に至る1年間の実験結果を報告する・

粂川概要

築期の概略図を第1図に示す・桑川は北上山系に源を発し，西に流れて北上川に注ぐ－支流河川

で，位置からすると中津川の南方に隣接している．建設省北上川上流工事事務所の調査によれば，流路延長は21・8km，流域面鏡は147・3kmユにして，

流域面積の内，山地部は14鱒knユヨを占め99．4％に当

り，卒地部は0・9kmユを占め0・6％に当る・流域は殆

んど山間地帯で沖積地の形成は非常に少なく農耕活

動に見るべきものがない．叉鉱山の開発も行なわれ

ていない状態であり，流域の人口は極めて稀薄であ

る・従って粂川は人為的影響を殆んど受けない河川

と考えられる・現在河川水利用面としては，宇津野

に小規模な東北電力字津野発電所（発電能力25oK

w）があり，その発電用水と，下流北上川合流附近

一帯の水田への灌漑用水が考えられる程度である．

次に掩域の地質を見ると，流域一帯は秩父古生層で

蛇紋岩，花崗岩等が分布している・特に蛇紋卦ま鬼

1）後藤達夫中津川の化畢成分の季節欒化

第一報岩手大畢畢素畢部研究年報3（1951）

2）後藤達夫中津川の化撃成分の季節欒化
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ケ瀬山，毛無森一帯に棺々広大に分布している．文末開発であるが鉄鉱山が見られる．  

採  水   

試料採水場所ほ第1図に示す如く，北上川合流点上方約2kmの地点に選定した．採水にあたつ  

てほ，特に降雨の異常的影響の混入に対し充分注意を払い，少くとも降雨稜2・3日たってから採  

水を行い，なるべく定常状態の河川水に対して採水を行う様努めた．試水は約半月毎の間隔に同一  

個所で，ほゞ同時刻に共栓ガラス壕に採水した．又鉄の定量に供した試水は，別個の採水壕に採水  

し，直ちに数滴の塩酸を加えて酸性にして置いた．  

測定方法と測定結果   

測定方迭は中津川1）の測定に用いた方法と同じであるから省略する．   

現地に於けるデータを第1表に，研究室に於いて行ったデータを第2表に掲げる．夫等を各々グ  

ラフで第3図に示して見た．伺第2図の旬卒均で示した平均気温のグラフ並びに第3図に旬合計で  

第  2  固  

示した降水量のグラフは，下流桑川梼に於て測定した農林省東北小麦試験地のデータによったもの  

である．次に粂川並びに中津川の各成分の季節による増減傾向を見る為に，各測定値について卒均  

値より大きいものには＋， 

が第3表・第4表である・ 

蒸発親密，珪酸，カルシウム，塩素の四成分問の相関只係を検討したのが第4図，第5図である．  

測定結果に対す る考察  

1）水温ほ極めて良く気温の変化に対応して変動している．水温の最大値は2乳60C気温の最大値  

は28．60Cであり，いずれも7月2日の測定時に示された．水温の最小値は0．30Cで，12月24日の測  

定時に気温の最小値は－1．1qCで1月13日の測定時に示された．伺12月8日の測定時以降1月13日  

の測定時に至る期間に於て水温と気温との逆転が現われた．   

2）pH並びにRpHほ現地に於て可及的に速かに比色津により測定を行った．pIIの変動は7・0～  

7．4の範囲であった．RpI壬ほ7．1～7．3の範囲で，殆んど7．3の値を示し，その変動はゆるやかであつ  

た．此等の値にイいて更に仔細に検討して見ると，第1表で見る様に4月から12月上旬の測定時に  

至る期間はpH値が7．2～7．4の範囲の値を示し，7．3の値を示す場合が多く大であった．侍此の期間  

に於てほ，5月26日，6月17日，7月2日の測定時を除いてpⅡとRpHとが一致した植を示した．  

－－  8 －一一   



粂川の化学成分の季節変化（後藤）  

即ち此の時期に於ては下流採水点の河川水が既に大気と平衡状態を保って流下して居るものと考え  

られる・それに比して12月下旬の測定暗から4月上旬の測定時にかけて，pHは7．0～7．1の植を示し  

小となる傾向が見られた．pH値が12月に入って小となり1月，2月にかけて低い植を嘉し，R再Ⅰ  

との差も0．1～0．3の値を示している．これに関してほ次の如く解釈される．第2図のグラフで分る  

如く，12月より2月にかけては平均気温はOr、Cを降下している．叉初雪日ほ11月13日であった．命  

叉三睨地での観察によると12月24日の測定時以降2月24日の測定時に至る期間ほ，現地採水点一帯に  

於て河岸に接した河川水表面に結氷現象が見られた．即ち12月から2月にかけての厳寒期に於て  

ほ，河川の表面の相当部分の結氷現象により，河川水の流動撹乱がやわらげられると同時に，河川  

水の表面が縮小された為に，炭酸を含んだ山間の上流の水が下流に流下するにつれて，大気との接  

触によりその炭酸を大気中に放出逸敬する作用が抑制された為と考えている．次に厳寒期に引舵い  

た3月11日の測定時以降4月上旬の測定時にかけて，pH植が低く現われている．これに関してほ，  

次の如く考えられる．3月上旬に至って平均気温が0「Cを上廻って居り（第2図参照），融雪日が  

3月4日と観測されている．侍史現地での観察によると3月11日の測定時に於ては，採水点一帯の  

河岸に接した河川水表面の結氷現象ほ全く見られず，河川水は明瞭に増水して居った事が認められ  

た．即ち3月11Elの測定時以降4月上旬の測定時にかけてほ本格的な融雪現象が起って居る時期で  

第 1 表  
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あると認められるので，此の時期に於てほ融雪水が河川水に相当混入されて来ている訳であり，か  

ゝる融雪水の影響によるものと思われる．   

3）蒸発残控，珪酸，カルシウム等地質に由来する成分ほ大体対応した変動を示し，其等3成分  

問に於ては大体正の相関々係が示された（第4図，第5図参照）．此等含量の最大値は蒸発残澄，  

カルシウムに於てほ7月2日，珪酸ほ8月11月といづれも盛夏の時期の測定時に示された．最小値  

は蒸発残虐，カルシウムは3月25自，4月7日に，珪酸は4月23日といづれも融雪期の測定時に示  

された・概して6月以降2月に至る夏季より冬季の時期に此等つ含量ほ平均値より大で，3月，4  

月，5月の融雪期に平均値より小となっている（第3表参照）．   

一般に地上に降った雨が地表を流れたり，地中に遽透する過程に於て土壌，岩石に働きかける訳  

であるから，気温の上昇した夏季の方が冬季よりも此等地質に由来する成分の含量は大となる傾向  

を示す筈である．然るに他方此等含量の変動に対して支配的な役割を演ずるものとして降雨量，爵  

第  2  表  

次頁＊）流域全般にどの程度の降雨量があったか，そ  川の化畢成分を支配する要素として控，降雨量より   

の正確な億を知る事ほ困難であり，叉降雨量と流量  も河川の流量（水位）を考える方がより至常と思   

（水位）とは相常の時間的ガレが現われるので，河  う．  

…10 －   



薬川の化学成分の季箇変化（後藤）  

雪量，融雪真の如き要素を当然考えねばならない※）．即ち著量の降雨のあった時期とか融雪増水の  

時期に於てほ，雨水並びに融雪水による稀釈の作用によ・り含量か小となる傾向を示す筈である・そ  

れに反して降雨量の少ない時期とか，山間一帯への降雪か積雪として蓄積されている時期に於ては  

河川水に対して地下水の混入の度合が大となり，従って此等含量が大となる傾向を示す筈である・   

実際に桑川について検討して見ると，夏季と冬季とにさほど此等食量に於て差異か現われなかつ  

第  3  囲  

東  川   
一一 11－－  
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第  4  表  

津  川  

第  5  表  

Si（）2  

（mg／l）  （意．）i（叢バ）  消費量  
rmgノl）  

薬川平均値  38．2 ≠  12．9  

中津川平均値  

た・此の事実ほ上述の如く，夏季は気温の上昇に伴い此等の成分含量か増加する傾向にあったが，  

他方夏季の精々著量の降雨の影響を受けて此等含量が小となる傾向を示した．反称こ赦寒積雪の冬  

季に於ては気温の低下により此等成分含量が減少する傾向にあったが，他方積雪により地下水の混  

入の度合が大となって此等含量が大となる傾向を示した．此の様な逆に作用する二つの傾向によつ  

て現われたものと思う．若しも降雨の少ない夏季（厳密には流量の低下した夏季の渇水の時期）に  

於ては，当然気温上昇並びに地下水の混入の度合が著しく大となり濃縮される事が当然考えられ  

る・此の事実は既に中津川に於で指摘した如く1）3），1951年8月，9月にかけての時期は，気温の  

上昇並びに流量の著い、低下により此等の含量ほ濃縮され他の時期に比べて著しく大となっている  

事によって示された．   

次に3月，4月，5月の融雪増水の時期に此等含量が著しく小となっているのirま，融雪水による  

稀釈が大きく作用した為である．此の事は小林純氏き）が秋田県下の主要河川の溶存無実成分が4月  

5月の融雪増水時に最も稀釈されるといふ実験結果と良く一致している．   

4）塩素の最大値は7月18日の測定時に，最小値は4月28日の測定時に示された．概して変動は  

ゆるやかであり，その季節変化は余り明瞭でない．叉塩素と蒸発残瘡，珪酸，カルシウム等の地質  

に由来する成分とに於ては正の相園々係を示す傾向がみられる様であるが，その増加の度合は小さ  

※）1951年8月13日の測定値は異常に大であった馬，  3）小林耗 本邦河川の化畢的研究（第一報）秋田慮   

除外して平均値を計算した．  内の主賓河川について 大原農業研究所（1950）  

－12 －一一－   



簸川の化学成分の季節変化（後藤）  

第   4  固  第  5  周  

j∫  ダ○  賀r J¢  ∫∫  

熊『挽 ●嚢”‡  

○ヤ孝）Il  

2ぎ  3D  

S地で挽・置い巨  

○ すヰl■l  

い（第4図，第5図参照）．粂川の流域の如く地質の古い秩父古生層が基骨をなしている処では，  

塩素の如く可溶性か成分は既に溶解し去ったと考える事が出来る．又田畑の施肥，工業廃水の如き  

人為的影響や，温泉水の影響等は全く蒙らないものと考える事が損来る．即ち桑川の塩素含量ほ雨  

水のもたらすものと，海岸からの風速盤がもたらすものとが支配的要素であると考えられるが，風  

遜塩の影響は地形並びに地理的位置からして，奥羽，北上の南山系によって著しくはばまれる結果，  

その顔著な影響ほ蒙り難い事ほ想像されるので，主として雨水のもたらす成分と考える事が田来よ  

う．   

5）過マンガン酸カリ治費量の最大値は5月12日の測定時に，最小値ほ6月17日の測定時に示さ  

れた．融雪増水期に含量いづれも卒均値より大で，他の時期に於ては平均値より小であった．（第  

3表参照）特に融雪増水期に於て含量が大であったのほ，山間一帯の森株により形成された堆積物  

中の有機質が，流域全般に亘る融雪水に溶解して流擬して来た為と思われる．   

6）鉄の含量の最大値は7月18日の測定時に，最小値ほ1953年1月25日，4月7日並びに4月28  

日の各測定時に示された．概して降雨量の大であった盛夏の時期に含量が増加する傾向が見られる．  

一般に盛夏の降雨量の多い時期に於ては，山間の森林地帯の堆漬物により形成された腐植質土壌中  

の鉄分（腐植鉄等が考えられる）が椅々著量の降雨の作用によって流亡し，河川水中に溶解して来  

た為ではないかと考えられる．  

粂川と 中津川と の比故考察   

河川の化学成分の季節変化の模様は，気候的，二地質的，人為的等種々なる要素により支配され，  

叉夫等の要素が互いに組合さって複雑なる様相をなしているので，個々の河川について流域の環境  

一13一   
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要素と化学成分との関連を充分に検討しつゝ，その特徴並びに共通性を見い出して行かねばならぬ  

と思う．   

最初に粂川と中津川との各成分の平均値を比較検討して見ると（第5表参照），大きな差異ほ認  

められなかった．これほ粂川と中津川とが流域の地質的，気候的環境に於て比較的類似している為  

と思われる．両川とも蒸発残漆，塩素の少いのは水に溶解し難い秩父古生層が基骨をなしている事  

から，カルシウムの少ないのは流域に石灰岩の分布が見られない事から来ていると思う．文法酸が  

蒸発残控に対して34～35％内外も占めて多い．   

次に桑川，中津川両川の化学成分の季節変化の模様を比較検討し，主として次の共通性が見い出  

された．  

1）蒸発残凄，珪酸，カルシウム等地質に由来する成分は大体対応した変動を示し，此等三成分  

間に於ては大体正の相関々係が示された（第4図，第5図参照）．そして融雪増水期に此等成分含  

量に最小値が現われ平均値より小さい（第3表，第4表参照）．   

2）塩素と蒸発残蹟，珪酸，カルシウム等地質に由来する成分とに於てほ大体正の相関火係を示  

す傾向が見られる様であるが，その増加の度合は小さい（第4図，第5図参照）．一般に塩素ほ雨  

雪水のもたらす成分と考える事が出来，その変動は概してゆるやかであり，季節変化ほ余り明瞭で  

ない．   

3）過マンガン酸カリ滑費量は融雪増水時に大となる傾向が見られ，その含量ほ此の時期に於て  

は卒均値より大である（第3表，第4表参照）．   

4）鉄の含量は概して夏季特に降雨の多い時期に増加する憤向が見られる・   
以上桑川並びに中津川の実験結果より，一般に流域の地質，地形，気候等の環境の比較的顆似し  

た河川に於ては，その季節変化の模様が良く相似た共通性を示すものと云えると思う・  

ーーー  川－   




